
平成２９年度東林地区地域活性化事業交付金決定事業の概要と評価 

№１ 

申請事業名 東林地区防災マップ作成事業 

申 請 団 体 東林地区自治会連合会 

事 業 目 的 

 

災害時における日頃の準備を行うよう地域住民に周知すると共に、 

自治会活動の周知を行い、加入促進を行うもの。 

 

交付決定日 平成２９年１１月１日 

交付決定額 
（事業費） 

３４２，０００円（決算３４２，０００円） 

団体実績報告 

東林地区全ての避難所、一時避難場所に加え、災害時に有効な情報と

して AEDや公衆電話の位置をはじめ、緊急輸送道路、市が全戸配布した

「防災マップ」に記載されている災害発生後の「１分間行動」「１０分間

行動」などを掲載したことで、地区の防災力を高める上で有効なマップ

を作成することができた。 

また、一時避難場所や避難所、広域避難場所の位置等を掲載すること

で、改めて各家庭で防災について話し合う機会となった。 

作成部数：２５，０００部 

市 評 価 

 防災マップを地域で自ら作成することで、地域の防災力を一層高める

機会となった。併せて、自治会加入促進についても有効なマップとなっ

ている。 

備    考 
  

 

 



ＮＯ．２ 

申請事業名 東林地区安全・安心マップ作成事業～くぬぎ台小学校区～ 

申 請 団 体 相模原市安全・安心まちづくり推進協議会東林支部 

事 業 目 的 

くぬぎ台小学校の児童と地域住民とが実際に危険箇所を確認し、マッ

プを作成することにより、地域の犯罪や交通事故を減らし、安全で安心

して暮らせるまちづくりに役立てようとするもの。 

交付決定日 平成２９年１１月１日 

交付決定額 
（事業費） 

１５７，０００円（決算１６３，７６６円） 

団体実績報告 

 

くぬぎ台小学校区を対象に安全・安心マップを作成した。 

作成にあたり作業部会を逐次行い、危険箇所確認のためにまち歩きを

児童と一緒に実施した。 

 

掲載内容：交通・防犯上危険箇所、こども１１０番の家 

作成部数：５，０００部 

 

市 評 価 

 危険箇所を確認するために児童達と地域住民とが一緒にまち歩きを 

行ったことで、子供目線での危険箇所が載ったマップを作成することが

でき、安全・安心のまちづくりに有効であると考えます。また、こども

１１０番の家を掲載することで、こども１１０番の家の周知にもつなが

った。 

備    考  

 

 

 

 

 



ＮＯ．３ 

申請事業名 おださがさくら祭り 

申 請 団 体 おださがさくら祭り実行委員会 

事 業 目 的 

次の三つの益を柱として協力者、参加者、主催者が一体となり、おだ

さがの春を通してまちを愛するこころをつくりあげられるような地域 

イベントを開催し、地域活性につなげる。 

 

①地域益・・春のにぎわいとして毎年多くの住民から愛されるまつりへ 

②参加者益・・人とのつながりが感じられるまつりへ 

③主催者益・・まつりの開催が組織の成長と周知へつながっていくまつ

りへ。地域のよろこびを自分のよろこびに感じられるこ

ころの醸成。 

交付決定日 平成２９年１２月２０日 

交付決定額 
（事業費） 

５００，０００円（決算３，６９７，４４０円） 

団体実績報告 

平成３０年３月３１日（土）におださがさくら祭りを開催。 

・縁日、屋台の出店：２７店舗 

・ステージ出演団体：１７団体及び個人 

・オダサガリンピック開催 

 

当日は１万３，０００人を超える来場があり、地域に根ざした商業の

振興と共に、おださがで活動する団体のステージ発表の場を通じておだ

さがの魅力発信ができた。おださが桜祭り、松が枝公園の桜、おださが

の春を通じて地元を愛する心の醸成ができた。 

市 評 価 
１３，０００人を超える地域住民と地域の商店が一堂に集まり、新旧

住民等の交流が図られるなど、有益な事業であったと考える。 

備    考  

 

 



ＮＯ．４ 

申請事業名 緊急時避難機器整備事業 

申 請 団 体 ライフコア東林間ｱﾈｯｸｽ自治会災害時要援護者支援組織 

事 業 目 的 
高層階から地上へ最小人員（１人に対して１人）で安全かつ容易に要

支援者を避難させることを可能にし、防災力を高める。 

交付決定日 平成３０年２月２２日 

交付決定額 
（事業費） 

１２１，０００円（決算１８２，５２０円） 

団体実績報告 

高層階から地上へ要支援者を容易に避難させることができる避難機器

である「ＥＶＡＣ+ＣＨＡＩＲ」を設置し、操作取扱の訓練の実施を行っ

た。また、避難訓練時に居住者に対する、啓蒙と訓練を実施により、操

作性の習得者の育成が図られ、緊急時の要援護者に対し、高層階より避

難作業が可能となった。 

今後も、取り扱い操作者の拡充を行っていく。 

 

市 評 価 

 

災害時要援護者の避難支援に役立ち、平成３０年度の東林地区防災体

験デーにも参加して周知を図ることになり、他のマンションなど、地域

全体への災害意識を高めることが期待される。 

備    考 
  

 

 

 


